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　目的　昭和5）M-，53年・･2 回にわたるμ県の＆彩４好調J:ヵ叫，性別I'-X ゐ<4好き・右

ゑがみられに吋に瓜青の≪#好SにフいX, 明度墓並ぴに彩度羞・）知覚によ･う色調の好

々がみられたので,今回は//7 £の嗜好調査を試みた．

　万張被験かぶA-，s歳の園%/ク2みを対泉に行い，'-i のラら男呪§み，々噫m刄t･あ

フた，調査期間ば昭和56年6月，場所は朋ろ<静か-?鮮屋の一偶町わ/と．調査,こ陛しT

は，榎験･見をI ihずつ呼V-', 灰色紙上にはlZ色・有彩色並びに無彩色)をフ種（P ･ It ･ b

･ V ・dp・dk ･ d ・ 9 ･ 即）のト- ン分類にしたがらX並べた色表iiもにし，各色昶別に
ょか嗜好色を尋ねた.

　局粟　有彩色の場合. 男叱りa^好學のX- ii.が/, dk ，dpの順位t･あジ, Mi色,並びetい

色調を好む傾向が々られし女県の嗜好率上位a V, p，らItの順位rあｿ．紬色並び‘

に差色・明色を好心傾向がみられた･しカル，男か共に, ＆調の好みは色昶によ，X 刈轟

があリ，又^-i-別･こよ，乙異なる傾向がみら抄た.

　無彩色．場合．男･もの>^好･順位ぼ白･ ,f.･及？･あ，たが，p#好幸いまwとlt印が約33 '/',

W と<ik印が約2S'/,，tn.efyが約zS'/o乙
がラかがえfz.. すf見の<4好傾向は白, 鳶，黒,の順位t･あソ, 遥冲数はwとlt卵を好み，W

3Zはd（印の４好は非常にツな乙淡＆'4好であ．た．


